
4

白
鳥
新
町

須
藤
し
の
ぶ
氏

環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。
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広報かみおおつ

未
来
の
風
景
が
現
実
に

五中地区　人口1万8,009人（男9,330人　女8,709人）　世帯数7,519世帯　8月1日現在

　　　
土
浦
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
と
で

整
備
を
進
め
て
い
た
神
立
駅
東
西
自

由
通
路
お
よ
び
橋
上
駅
舎
が
、
一
部

を
除
き
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
新

駅
舎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
利
用
し
や

す
く
、
駅
周
辺
地
域
の
発
展
と
交
流

の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
と
、
都
市
計
画

道
路
神
立
停
車
場
線
事
業
の
完
成
が

待
た
れ
ま
す
。

生まれ変 わる神 立 駅生まれ変 わる神 立 駅生まれ変 わる神 立 駅

東西自由通路

旧駅舎

読
書
の
秋
で
す
。
新
し
い
本

も
入
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

第
29
回

上
大
津
公
民
館
ま
つ
り

11
月
4
日
㈰
〜
11
月
11
日
㈰

作
品
展
出
品
者
募
集

あ
な
た
の
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
展
示
期
間
　
11
月
4
日
㈰
〜
11
日
㈰

◆
種
目
・
規
格
〈
出
品
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
〉

　
・
絵
画
（
15
号
〈
Ｗ
65
・
２
㎝
×
Ｈ
53
・
４
㎝
〉
以
内
）

　
・
書
道
（
半
切
以
内
／
表
装
・
仮
巻
き
・
色
紙
）

　
・
写
真
（
半
切
以
内
）

　
・
手
芸
・
陶
芸
（
50
㎝
×
50
㎝
以
内
）　
な
ど

◆
申
込
締
切
　
10
月
28
日
㈰

　
　（
月
曜
・
祝
日
お
よ
び
10
月
9
日
㈫
を
除
く
。

　
　
　

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
・
作
品
搬
入
　
10
月
30
日
㈫
〜
11
月
1
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
・
作
品
搬
出
　
11
月
11
日
㈰
　
午
後
３
時
〜
５
時

◆
申
込
・
問
合
せ
先

　
上
大
津
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
�
８
２
８・
１
０
０
８
　
上
大
津
公
民
館
内
）

11
月
11
日
㈰
は
、
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

●
ス
テ
ー
ジ
（
お
囃
子
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
　
ほ
か
）

●
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
・
お
赤
飯
・
天
ぷ
ら
・
わ
た
あ
め
・

ほ
か
）　
●
古
本
市
　
●
バ
ザ
ー
　
●
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
●
も
ち

ま
き
　
●
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
10
月
中
旬
の
お
知
ら
せ
で
！

こ
の
度
、
四
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

上
大
津
公
民
館
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
公
民
館
勤
務
の
た
め
、
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、

微
力
な
が
ら
も
地
域
の
方
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
五
中
時
代
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
保
護
者
と
な
っ
て
お
り
、
久
々
に
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。本

年
四
月
か
ら
、非
常
勤
職
員
と
し
て
、

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
公
民
館

の
仕
事
は
初
め
て
な
の
で
、
早
く
覚
え
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

本
年
四
月
よ
り
上
大
津
公
民
館
に
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
上
大
津
地
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
が
平
成
に
代
わ
り
、
ア
ニ
メ
「
ち

び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の
主
題
歌
（
お
ど
る

ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
）
が
流
行
し
て
い
た
平
成

元
年
か
ら
四
年
間
、
第
五
中
学
校
に
社
会

科
教
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
主
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
関
係
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公民館主事

黒田 明子

臨時職員

中村 博子

指導員

松橋　渉

神
立
中
央
三
丁
目

神
立
義
貴
氏

白
鳥
町

羽
成
善
信
氏

田
村
町

大
川
祐
一
氏

五
中
地
区
の

新
地
区
長
さ
ん

紹
介

公
民
館
新
職
員
挨
拶

 • 

上
大
津
地
区
小
学
校
適
正
配
置
に
係
る

説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
（
６
月
）。

さ
ら
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
す
。

 • 

家
庭
ご
み
処
理
有
料
化
（
10
月
よ
り
）

一
人
１
日
１
０
０
グ
ラ
ム
の
ご
み
減
ら

し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
か
ら

白
鳥
新
町

須
藤
し
の
ぶ
氏
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土
浦
市
に
残
る
４
宿
場
町
に
つ
い
て
昔

と
今
を
比
較
し
な
が
ら
研
究

⑴
水
戸
街
道
に
つ
い
て

⑵
宿
場
と
助
郷
　
54
村
が
人
馬
負
担

⑶
荒
川
沖
宿
　
旅
籠
茶
店
の
賑
わ
い

⑷
中
村
宿
　
本
陣
は
川
村
茂
右
衛
門
、
今

も
「
川
村
」
が
多
い
。

⑸
土
浦
宿
　
四
百
軒
、
経
済
文
化
の
中
心

⑹
中
貫
宿
　
本
陣
本
橋
家
、
助
郷
に
神
立

感
想
　歩
い
て
み
る
と
、
歴
史
を
感
じ
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
現
在
歴
史

を
伝
え
る
多
く
が
草
む
ら
の
中
、
歴
史
に

関
心
を
持
ち
、大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
。

（
応
募
３
年
目
　
最
優
秀
賞
）　

　
国
道
六
号
は
別
名
が
水
戸
街
道
と
地
図

上
記
載
に
注
目

 

・
水
戸
街
道
の
20
の
宿
場

 

・
水
戸
街
道
と
土
浦
市
内
の
４
宿
場

 

・
五
街
道
と
の
違
い

 

・
名
の
由
来

　
水
戸
徳
川
家
と
江
戸
を
結
ぶ
専
用
道
路

　
沖
宿
の
歴
史
を
人
の
視
点
か
ら
読
解
く

⑴
古
代
に
沖
宿
の
隆
盛
期

　
古
墳
時
代
、
八
幡
脇
遺
跡
か
ら
、
勾
玉

工
房
、
大
和
へ
水
運
で
つ
な
が
る
。

⑵
名
字
か
ら
考
え
る

　
山
口
、
浜
田
、
瀬
古
沢
、
高
崎
：
谷
津

田
の
周
り
で
生
活

大
野
：
荘
園
由
来

羽
成
：
小
田
治
朝
の
家
臣
、
つ
く
ば
か
ら

宮
本
：
鹿
島
神
社
に
伝
わ
る
書
物

福
田
：
土
浦
藩
医
安
村
江
痴
の
生
家

（
応
募
４
年
目
　
優
秀
賞
）

　
住
ん
で
い
る
田
村
町
の
歴
史
を
研
究

⑴
旧
石
器
前
期
　
成
田
層
貝
化
石
か
ら
、

10
万
年
前
ま
で
海
底
だ
っ
た
と
分
か

る
。

⑵
旧
石
器
後
期
　
寺
畑
遺
跡
か
ら
、
３
万

年
前
の
人
々
の
石
器
、
焚
火
あ
と
。

⑶
縄
文
時
代
　
竪
穴
式
住
居
の
広
い
村

⑷
弥
生
時
代
　
竪
穴
式
の
下
郷
遺
跡

⑸
古
墳
時
代
　
方
形
周
溝
墓
、
鍛
冶
場
、

玉
作
り
工
房
、
下
郷
古
墳
群
、
土
師
器
、

須
恵
器
、
銭
出
土

⑹
奈
良
・
平
安
時
代
　
常
陸
国
茨
城
郡
大

津
の
郷
、
寺
跡
、
鉄
道
具

⑺
中
世
　
馬
頭
観
音
か
ら
馬
牛
を
大
切
に

南
野
荘
　
小
田
氏
か
ら
佐
竹
氏
へ

⑻
江
戸
時
代
　
鷲
神
社
「
宮
座
文
書
」

⑼
史
跡
　
八
坂
神
社
、
八
幡
神
社
な
ど
。

　
明
治
22
年
６
月
、
神
国
寺
に
上
大
津
尋

常
小
学
校
開
校
。
石
碑
・
地
蔵
・
石
仏

　
田
村
は
、
霞
ヶ
浦
水
上
交
通
に
よ
り
進

ん
だ
文
化
を
取
り
入
れ
栄
え
て
い
た
。

（
応
募
３
年
目
　
優
秀
賞
）

　
霞
ヶ
浦
の
歴
史
を
調
べ
た

 

・
霞
ヶ
浦
が
で
き
る
ま
で
６
期

　
縄
文
時
代
、
海
水
面
が
上
が
り
、
海
水

侵
入
。
江
戸
時
代
に
今
の
形
に
。

 

・
霞
ヶ
浦
の
昔
の
魚
　
在
来
魚

 

・
昔
の
霞
ヶ
浦
は
泳
げ
た
。
水
が
汚
れ
て

今
は
泳
げ
な
い
。

 

・
湖
の
海
賊
、
湖
族
が
い
た
。

 

・
貝
塚
に
イ
タ
ヤ
ガ
イ
、
ナ
ミ
ガ
イ
な
ど

 

・
キ
ラ
ラ
祭
り
と
は
　
七
夕
飾
り
、
七
夕

踊
り
、
ま
ち
づ
く
り
パ
レ
ー
ド

 

・
ま
つ
り
の
由
来
と
歴
史

市
民
祭
、
平
成
２
年
「
七
夕
ま
つ
り
」
と

「
霞
ヶ
浦
湖
上
ま
つ
り
」
が
一
つ
に
な
っ

た
。

 

・
み
ど
こ
ろ
　
七
夕
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

普
段
に
無
い
賑
や
か
さ
、
山
車
、
歌
な
ど

の
伝
統
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。

　（
文
化
広
報
部
編
集
、
要
約
。
昨
年
度

の
学
年
表
記
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

平
成
29
年
度
子
ど
も
郷
土
研
究
か
ら

当
地
区
６
作
品
の
応
募
ー
内
容
概
略
ー

水
戸
街
道
二
十
あ
る
宿
場
の

五
分
の
一
は
土
浦
市
！

〜
荒
川
沖
宿
・
中
村
宿
・
土
浦
宿
・
中
貫
宿
〜

菅
谷
小
学
校

　六
年

　川
村
航
平

な
ぜ
「
水
戸
」
街
道
な
の
か

　五
街
道
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
比
べ
て

土
浦
五
中

　一
年

　宮
下
和
士

新
・
土
浦
市
沖
宿
町
の
歴
史

〜
歴
史
を
作
っ
た
人
々
〜

土
浦
五
中

　一
年

　山
口
優
一

田
村
の
歴
史
ー
海
か
ら
台
地
へ
ー

上
大
津
東
小
学
校

　六
年

　鶴
田
真
世

昔
の
霞
ヶ
浦

上
大
津
東
小
学
校

　六
年

　池
田
怜
央

土
浦
の
歴
史

ー
土
浦
キ
ラ
ラ
祭
り
に
し
る

土
浦
五
中

　一
年

　折
本
龍
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
口
日
向

中貫宿本陣の前で

炉の近くにて出土した
ため表面は黒色をして
いる弥生式土器（下郷
遺跡出土）

土浦市イメージキャラクター つちまる

上
大
津
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
長
会
会
長

　

五
中
地
区
市
民
委
員
会
委
員
長

　
　

瀧

　正
教

五
中
地
区
の
地
域
の
方
々
に
は
、
各
般

に
渡
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
四
月
、

上
大
津
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
長
会
総
会
に
お
い

て
地
区
長
会
会
長
に
、
並
び
に
五
月
に
開

催
さ
れ
た
五
中
地
区
市
民
委
員
会
総
会
に

お
い
て
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

共
に
考
え
行
動
し
、
快
適
で
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
、
上
大
津
地
区
が
魅
力
、

に
ぎ
わ
い
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
持
続
あ
る
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
神
立
駅
橋
上
化
が
一
部
利
用
開

始
し
、
神
立
駅
西
口
区
画
整
理
事
業
（
土

浦
・
か
す
み
が
う
ら
区
画
整
理
一
部
事
務

組
合
）、
都
市
計
画
道
路
神
立
停
車
場
線

街
路
事
業
が
工
事
進
行
中
（
平
成
三
十
三

年
三
月
完
成
見
込
み
）
で
す
。
上
大
津
地

区
全
体
が
、
上
大
津
公
民
館
、
神
立
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
大
い
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
あ
る
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
行
政
の
力

を
受
け
な
が
ら
、
地
域
力
を
生
か
し
、
協

働
意
識
の
高
揚
を
計
り
、
自
分
た
ち
で
ま

ち
を
創
る
。
一
人
ひ
と
り
が
一
歩
ず
つ
前

進
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
導
き
あ
い
、
地

域
全
体
が
一
致
し
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

防
災
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、

　
熊
本
地
震
　
　
　
　
Ｍ
７
・
３

　
大
阪
北
部
地
震
　
　
Ｍ
６
・
１

　
阪
神
淡
路
大
震
災
　
Ｍ
７
・
３

　
東
日
本
大
震
災
　
　
Ｍ
９
・
０

等
が
発
生
し
、
予
測
が
つ
か
な
い
の
が
災

害
で
あ
り
、
発
生
時
期
が
将
来
予
測
さ
れ

る
、
東
南
海
沖
地
震
、
首
都
直
下
地
震
で

は
、
一
都
三
県
最
悪
の
被
害
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
初
期
活
動
で

あ
り
、
日
頃
の
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域

力
で
あ
る
共
助
、
自
助
、
と
も
に
協
働
へ

参
加
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

地
域
全
体
が
安
心
安
全
な
生
活
環
境
の

確
立
を
め
ざ
す
た
め
、
地
域
の
方
々
の
協

力
参
加
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
く
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
発
展
と
御

多
幸
を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

平成 30 年度五中地区市民委員会事業計画

期　日 事　業　名 期　日 事　業　名

４月１１日（水）～ いきいきヘルス体操（福祉部）※毎月第２水曜 １１月１１日（日） ポイ捨て防止ポスター感謝状贈呈式（環境部）

５月２０日（日） 五中地区市民委員会総会 １２月 第２３回文化茶話会（文化広報部）

５月下旬～ 花いっぱい運動・グリーンカーテンの設置（環境部） １２月 視察研修（環境部）

６月～２月 広報誌編集会議・図書購入・整理（文化広報部） １月 正月行事「ならせ餅」（福祉部）

７月～ ポイ捨て防止看板作成・回収（環境部） ２月初旬 上大津の歳時記「雛祭り」展示（福祉部）

８月 防犯講習会（安全部） ２月初旬 バレンタインクッキング（青少年育成部）

８月 夏休み子ども映画会（青少年育成部） ２月中旬 五中地区スキー教室（スポーツ健康部）※体協と共催

９月上旬～ 夏休み子ども作品展（青少年育成部） ２月 視察研修（福祉部）

９月１５日（土） 広報かみおおつ第８０号発行（文化広報部） ２月 視察研修（安全部・文化広報部）

９月中旬 健康教室（スポーツ健康部） ２月 救命救急講習会（スポーツ健康部）

１０月中旬 霞ヶ浦りんりんロードサイクリング（スポーツ健康部） ３月１日（金） 広報かみおおつ第８１号発行（文化広報部）

１１月１１日（日） 第２９回上大津公民館まつり ３月上旬 五中地区歩く会（スポーツ健康部）※体協と共催

就
任
あ
い
さ
つ
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土
浦
市
に
残
る
４
宿
場
町
に
つ
い
て
昔

と
今
を
比
較
し
な
が
ら
研
究

⑴
水
戸
街
道
に
つ
い
て

⑵
宿
場
と
助
郷
　
54
村
が
人
馬
負
担

⑶
荒
川
沖
宿
　
旅
籠
茶
店
の
賑
わ
い

⑷
中
村
宿
　
本
陣
は
川
村
茂
右
衛
門
、
今

も
「
川
村
」
が
多
い
。

⑸
土
浦
宿
　
四
百
軒
、
経
済
文
化
の
中
心

⑹
中
貫
宿
　
本
陣
本
橋
家
、
助
郷
に
神
立

感
想
　歩
い
て
み
る
と
、
歴
史
を
感
じ
る

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
現
在
歴
史

を
伝
え
る
多
く
が
草
む
ら
の
中
、
歴
史
に

関
心
を
持
ち
、大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
。

（
応
募
３
年
目
　
最
優
秀
賞
）　

　
国
道
六
号
は
別
名
が
水
戸
街
道
と
地
図

上
記
載
に
注
目

 

・
水
戸
街
道
の
20
の
宿
場

 

・
水
戸
街
道
と
土
浦
市
内
の
４
宿
場

 

・
五
街
道
と
の
違
い

 

・
名
の
由
来

　
水
戸
徳
川
家
と
江
戸
を
結
ぶ
専
用
道
路

　
沖
宿
の
歴
史
を
人
の
視
点
か
ら
読
解
く

⑴
古
代
に
沖
宿
の
隆
盛
期

　
古
墳
時
代
、
八
幡
脇
遺
跡
か
ら
、
勾
玉

工
房
、
大
和
へ
水
運
で
つ
な
が
る
。

⑵
名
字
か
ら
考
え
る

　
山
口
、
浜
田
、
瀬
古
沢
、
高
崎
：
谷
津

田
の
周
り
で
生
活

大
野
：
荘
園
由
来

羽
成
：
小
田
治
朝
の
家
臣
、
つ
く
ば
か
ら

宮
本
：
鹿
島
神
社
に
伝
わ
る
書
物

福
田
：
土
浦
藩
医
安
村
江
痴
の
生
家

（
応
募
４
年
目
　
優
秀
賞
）

　
住
ん
で
い
る
田
村
町
の
歴
史
を
研
究

⑴
旧
石
器
前
期
　
成
田
層
貝
化
石
か
ら
、

10
万
年
前
ま
で
海
底
だ
っ
た
と
分
か

る
。

⑵
旧
石
器
後
期
　
寺
畑
遺
跡
か
ら
、
３
万

年
前
の
人
々
の
石
器
、
焚
火
あ
と
。

⑶
縄
文
時
代
　
竪
穴
式
住
居
の
広
い
村

⑷
弥
生
時
代
　
竪
穴
式
の
下
郷
遺
跡

⑸
古
墳
時
代
　
方
形
周
溝
墓
、
鍛
冶
場
、

玉
作
り
工
房
、
下
郷
古
墳
群
、
土
師
器
、

須
恵
器
、
銭
出
土

⑹
奈
良
・
平
安
時
代
　
常
陸
国
茨
城
郡
大

津
の
郷
、
寺
跡
、
鉄
道
具

⑺
中
世
　
馬
頭
観
音
か
ら
馬
牛
を
大
切
に

南
野
荘
　
小
田
氏
か
ら
佐
竹
氏
へ

⑻
江
戸
時
代
　
鷲
神
社
「
宮
座
文
書
」

⑼
史
跡
　
八
坂
神
社
、
八
幡
神
社
な
ど
。

　
明
治
22
年
６
月
、
神
国
寺
に
上
大
津
尋

常
小
学
校
開
校
。
石
碑
・
地
蔵
・
石
仏

　
田
村
は
、
霞
ヶ
浦
水
上
交
通
に
よ
り
進

ん
だ
文
化
を
取
り
入
れ
栄
え
て
い
た
。

（
応
募
３
年
目
　
優
秀
賞
）

　
霞
ヶ
浦
の
歴
史
を
調
べ
た

 

・
霞
ヶ
浦
が
で
き
る
ま
で
６
期

　
縄
文
時
代
、
海
水
面
が
上
が
り
、
海
水

侵
入
。
江
戸
時
代
に
今
の
形
に
。

 

・
霞
ヶ
浦
の
昔
の
魚
　
在
来
魚

 

・
昔
の
霞
ヶ
浦
は
泳
げ
た
。
水
が
汚
れ
て

今
は
泳
げ
な
い
。

 

・
湖
の
海
賊
、
湖
族
が
い
た
。

 

・
貝
塚
に
イ
タ
ヤ
ガ
イ
、
ナ
ミ
ガ
イ
な
ど

 

・
キ
ラ
ラ
祭
り
と
は
　
七
夕
飾
り
、
七
夕

踊
り
、
ま
ち
づ
く
り
パ
レ
ー
ド

 

・
ま
つ
り
の
由
来
と
歴
史

市
民
祭
、
平
成
２
年
「
七
夕
ま
つ
り
」
と

「
霞
ヶ
浦
湖
上
ま
つ
り
」
が
一
つ
に
な
っ

た
。

 

・
み
ど
こ
ろ
　
七
夕
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

普
段
に
無
い
賑
や
か
さ
、
山
車
、
歌
な
ど

の
伝
統
を
良
く
し
て
い
き
た
い
。

　（
文
化
広
報
部
編
集
、
要
約
。
昨
年
度

の
学
年
表
記
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

平
成
29
年
度
子
ど
も
郷
土
研
究
か
ら

当
地
区
６
作
品
の
応
募
ー
内
容
概
略
ー

水
戸
街
道
二
十
あ
る
宿
場
の

五
分
の
一
は
土
浦
市
！

〜
荒
川
沖
宿
・
中
村
宿
・
土
浦
宿
・
中
貫
宿
〜

菅
谷
小
学
校

　六
年

　川
村
航
平

な
ぜ
「
水
戸
」
街
道
な
の
か

　五
街
道
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
比
べ
て

土
浦
五
中

　一
年

　宮
下
和
士

新
・
土
浦
市
沖
宿
町
の
歴
史

〜
歴
史
を
作
っ
た
人
々
〜

土
浦
五
中

　一
年

　山
口
優
一

田
村
の
歴
史
ー
海
か
ら
台
地
へ
ー

上
大
津
東
小
学
校

　六
年

　鶴
田
真
世

昔
の
霞
ヶ
浦

上
大
津
東
小
学
校

　六
年

　池
田
怜
央

土
浦
の
歴
史

ー
土
浦
キ
ラ
ラ
祭
り
に
し
る

土
浦
五
中

　一
年

　折
本
龍
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
口
日
向

中貫宿本陣の前で

炉の近くにて出土した
ため表面は黒色をして
いる弥生式土器（下郷
遺跡出土）

土浦市イメージキャラクター つちまる

上
大
津
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
長
会
会
長

　

五
中
地
区
市
民
委
員
会
委
員
長

　
　

瀧

　正
教

五
中
地
区
の
地
域
の
方
々
に
は
、
各
般

に
渡
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
四
月
、

上
大
津
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
長
会
総
会
に
お
い

て
地
区
長
会
会
長
に
、
並
び
に
五
月
に
開

催
さ
れ
た
五
中
地
区
市
民
委
員
会
総
会
に

お
い
て
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

共
に
考
え
行
動
し
、
快
適
で
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
、
上
大
津
地
区
が
魅
力
、

に
ぎ
わ
い
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
持
続
あ
る
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
神
立
駅
橋
上
化
が
一
部
利
用
開

始
し
、
神
立
駅
西
口
区
画
整
理
事
業
（
土

浦
・
か
す
み
が
う
ら
区
画
整
理
一
部
事
務

組
合
）、
都
市
計
画
道
路
神
立
停
車
場
線

街
路
事
業
が
工
事
進
行
中
（
平
成
三
十
三

年
三
月
完
成
見
込
み
）
で
す
。
上
大
津
地

区
全
体
が
、
上
大
津
公
民
館
、
神
立
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
大
い
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
あ
る
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
行
政
の
力

を
受
け
な
が
ら
、
地
域
力
を
生
か
し
、
協

働
意
識
の
高
揚
を
計
り
、
自
分
た
ち
で
ま

ち
を
創
る
。
一
人
ひ
と
り
が
一
歩
ず
つ
前

進
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
導
き
あ
い
、
地

域
全
体
が
一
致
し
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

防
災
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、

　
熊
本
地
震
　
　
　
　
Ｍ
７
・
３

　
大
阪
北
部
地
震
　
　
Ｍ
６
・
１

　
阪
神
淡
路
大
震
災
　
Ｍ
７
・
３

　
東
日
本
大
震
災
　
　
Ｍ
９
・
０

等
が
発
生
し
、
予
測
が
つ
か
な
い
の
が
災

害
で
あ
り
、
発
生
時
期
が
将
来
予
測
さ
れ

る
、
東
南
海
沖
地
震
、
首
都
直
下
地
震
で

は
、
一
都
三
県
最
悪
の
被
害
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
初
期
活
動
で

あ
り
、
日
頃
の
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域

力
で
あ
る
共
助
、
自
助
、
と
も
に
協
働
へ

参
加
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

地
域
全
体
が
安
心
安
全
な
生
活
環
境
の

確
立
を
め
ざ
す
た
め
、
地
域
の
方
々
の
協

力
参
加
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
く
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
発
展
と
御

多
幸
を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

平成 30 年度五中地区市民委員会事業計画

期　日 事　業　名 期　日 事　業　名

４月１１日（水）～ いきいきヘルス体操（福祉部）※毎月第２水曜 １１月１１日（日） ポイ捨て防止ポスター感謝状贈呈式（環境部）

５月２０日（日） 五中地区市民委員会総会 １２月 第２３回文化茶話会（文化広報部）

５月下旬～ 花いっぱい運動・グリーンカーテンの設置（環境部） １２月 視察研修（環境部）

６月～２月 広報誌編集会議・図書購入・整理（文化広報部） １月 正月行事「ならせ餅」（福祉部）

７月～ ポイ捨て防止看板作成・回収（環境部） ２月初旬 上大津の歳時記「雛祭り」展示（福祉部）

８月 防犯講習会（安全部） ２月初旬 バレンタインクッキング（青少年育成部）

８月 夏休み子ども映画会（青少年育成部） ２月中旬 五中地区スキー教室（スポーツ健康部）※体協と共催

９月上旬～ 夏休み子ども作品展（青少年育成部） ２月 視察研修（福祉部）

９月１５日（土） 広報かみおおつ第８０号発行（文化広報部） ２月 視察研修（安全部・文化広報部）

９月中旬 健康教室（スポーツ健康部） ２月 救命救急講習会（スポーツ健康部）

１０月中旬 霞ヶ浦りんりんロードサイクリング（スポーツ健康部） ３月１日（金） 広報かみおおつ第８１号発行（文化広報部）

１１月１１日（日） 第２９回上大津公民館まつり ３月上旬 五中地区歩く会（スポーツ健康部）※体協と共催

就
任
あ
い
さ
つ
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白
鳥
新
町

須
藤
し
の
ぶ
氏

環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。
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広報かみおおつ

未
来
の
風
景
が
現
実
に

五中地区　人口1万8,009人（男9,330人　女8,709人）　世帯数7,519世帯　8月1日現在

　　　
土
浦
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
と
で

整
備
を
進
め
て
い
た
神
立
駅
東
西
自

由
通
路
お
よ
び
橋
上
駅
舎
が
、
一
部

を
除
き
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
新

駅
舎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
利
用
し
や

す
く
、
駅
周
辺
地
域
の
発
展
と
交
流

の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
と
、
都
市
計
画

道
路
神
立
停
車
場
線
事
業
の
完
成
が

待
た
れ
ま
す
。

生まれ変 わる神 立 駅生まれ変 わる神 立 駅生まれ変 わる神 立 駅

東西自由通路

旧駅舎

読
書
の
秋
で
す
。
新
し
い
本

も
入
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

第
29
回

上
大
津
公
民
館
ま
つ
り

11
月
4
日
㈰
〜
11
月
11
日
㈰

作
品
展
出
品
者
募
集

あ
な
た
の
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
展
示
期
間
　
11
月
4
日
㈰
〜
11
日
㈰

◆
種
目
・
規
格
〈
出
品
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
〉

　
・
絵
画
（
15
号
〈
Ｗ
65
・
２
㎝
×
Ｈ
53
・
４
㎝
〉
以
内
）

　
・
書
道
（
半
切
以
内
／
表
装
・
仮
巻
き
・
色
紙
）

　
・
写
真
（
半
切
以
内
）

　
・
手
芸
・
陶
芸
（
50
㎝
×
50
㎝
以
内
）　
な
ど

◆
申
込
締
切
　
10
月
28
日
㈰

　
　（
月
曜
・
祝
日
お
よ
び
10
月
9
日
㈫
を
除
く
。

　
　
　

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
・
作
品
搬
入
　
10
月
30
日
㈫
〜
11
月
1
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
・
作
品
搬
出
　
11
月
11
日
㈰
　
午
後
３
時
〜
５
時

◆
申
込
・
問
合
せ
先

　
上
大
津
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
�
８
２
８・
１
０
０
８
　
上
大
津
公
民
館
内
）

11
月
11
日
㈰
は
、
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

●
ス
テ
ー
ジ
（
お
囃
子
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
　
ほ
か
）

●
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
・
お
赤
飯
・
天
ぷ
ら
・
わ
た
あ
め
・

ほ
か
）　
●
古
本
市
　
●
バ
ザ
ー
　
●
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
●
も
ち

ま
き
　
●
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
10
月
中
旬
の
お
知
ら
せ
で
！

こ
の
度
、
四
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

上
大
津
公
民
館
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
公
民
館
勤
務
の
た
め
、
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、

微
力
な
が
ら
も
地
域
の
方
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
五
中
時
代
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
保
護
者
と
な
っ
て
お
り
、
久
々
に
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。本

年
四
月
か
ら
、非
常
勤
職
員
と
し
て
、

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
公
民
館

の
仕
事
は
初
め
て
な
の
で
、
早
く
覚
え
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

本
年
四
月
よ
り
上
大
津
公
民
館
に
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
上
大
津
地
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
が
平
成
に
代
わ
り
、
ア
ニ
メ
「
ち

び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の
主
題
歌
（
お
ど
る

ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
）
が
流
行
し
て
い
た
平
成

元
年
か
ら
四
年
間
、
第
五
中
学
校
に
社
会

科
教
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
主
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
関
係
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公民館主事

黒田 明子

臨時職員

中村 博子

指導員

松橋　渉

神
立
中
央
三
丁
目

神
立
義
貴
氏

白
鳥
町

羽
成
善
信
氏

田
村
町

大
川
祐
一
氏

五
中
地
区
の

新
地
区
長
さ
ん

紹
介

公
民
館
新
職
員
挨
拶

 • 

上
大
津
地
区
小
学
校
適
正
配
置
に
係
る

説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
（
６
月
）。

さ
ら
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
す
。

 • 

家
庭
ご
み
処
理
有
料
化
（
10
月
よ
り
）

一
人
１
日
１
０
０
グ
ラ
ム
の
ご
み
減
ら

し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
か
ら

白
鳥
新
町

須
藤
し
の
ぶ
氏


